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Greeting

ご挨拶

理事長　　山下　哲男

ダイヤモンド工事業協同組合は、工業用ダイヤを用い、コンクリートやアスファルト等構造物を切断穿

孔する専門工事業者の集まった団体です。これまでの実績をかわれ、国土交通省に於いては特殊建設機械

を取り扱う専門工事業団体として認知され活動しております。

本省をはじめとして、各地方整備局（北陸・関東・九州・中国・中部）と災害協定を締結させていただ

き、私達の培ってきた技術を、まさかの時に社会貢献出来るよう体制を整えているところです。

又、九州・北陸地方整備局においては、組合作成のシンボルマークを工事車両や機械に貼付することが

できるよう認可をいただき、活用するにあたり平常時より組合員に意識改革を位置付けるよう求めていま

す。

馳元文部科学大臣よりの寄稿文の中で、「一般市民にとってはこれ以上にない安心をもたらしてくれる

高い志だと思います」とのメッセージをいただき、思いを強め、自信を持って取り組んでまいります。

本年の総会終了後の基調講演では、私の尊敬いたします（公社）土木学会第105代会長大石久和様に

９０分間にわたり、社会基盤整備は経済発展の基になるということを、わかりやすく丁寧にご講演いただ

きました。ＮＨＫの番組においては、日本は１，０００兆円の赤字をどう処理するかが話題にあがってい

ました。大石様の提唱するインフラ整備の必要性、インフラに投資したお金は後世の借金ではなく財産で

ある。また、災害を未然に防ぐ為の投資と復旧や復興に使うお金等、どちらが生きたお金か、政治家や専

門の学者の皆さんに声を上げていただき、政府は今後の政策に生かして欲しいと切望いたします。

最後に、建設業界に身を置く私達は、国民の基礎的財産となる部分を一専門工事業界として携わり、活

動していきたいと思っています。

金沢市疋田1丁目360 〒920-0003　 TEL.（076）252-8587/252-5859 　FAX.（076）252-8589
E-mail  ymst-kg@yamashita-kogyo.co.jp　　URL  https://www.yamashita-kogyo.co.jp/

［国土交通省認可］ダイヤモンド工事業協同組合：理事長　　■日本乾式グルービング施工協会：理事
■石川県乾式グルービング施工協会：会長　　■日本ワイヤーソー工法研究会：理事　　■全国パラボラ工法協会会員
■登録切断穿孔基幹技能者施工　　■［厚生労働省認定資格］コンクリート等切断穿孔技士施工
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ご挨拶

ダイヤモンド工事協同組合の会員各位におかれましては、日頃より大変なご支援を賜り衷心より感謝
申し上げます。さらに先月執行されました衆議院総選挙において、貴組合から絶大なるご支援ご協力を
賜り、お陰様で衆議院議員としては7回目の当選を果たすことができました。改めて紙面をお借りしまし
て、深く御礼を申し上げたいと存じます。
さて、今回の選挙では北朝鮮の脅威から国民の生命・財産を守るには、自公安定政権でなくてはならな
いし、安倍政権の外交力が不可欠と訴えて参りました。いわば国難には政治の安定が必要と訴えてきたわ
けです。
思うに、自然災害もまた国難とは言わないまでも、日常的に起こる国内での自然災害は災害を被って
しまう住民にとってはまさに国難であり、かつ、1年中国内のどこかで起こっている災害ですから、その
トータルの被害額などにおいてはまさに国難に匹敵するものと言えるでしょう。
この自然災害に対して貴組合が北陸・九州地方整備局等と災害協定を結んでいることは、一国民として
本当に心丈夫であり、我が国の安心・安全にどれだけ寄与して頂いているか、本当に感謝に絶えないもの
であります。
しかし、私をはじめ我々一人ひとりは、感謝の言葉で終わらせてはいけないと思うのです。恩返しと
言っては語弊がありますが、貴組合の存続・発展に応分の尽力をしていくべきだと思うのです。
私は国会議員として、貴組合広くは専門工事業者の経営革新、新分野進出、分離発注の促進等に、もっ
と具体的に勉強をして、一つでも実現していくように全力を傾注したいと思っております。
さらには、文部科学大臣の経験を活かして、専門工事業者の育成、地位向上、専門教育、職業教育の充
実に努めていきたいと思っております。
言葉だけでなく、形にして実行に移していくことをお誓い致します。
結びに、初当選当時から私を支えて下さっている山下理事長に改めて感謝の言葉を述べさせて頂きつ
つ、貴組合の益々の発展と会員お一人お一人のご健勝を心から祈念申し上げまして、私からのご挨拶とさ
せて頂きます。

舗装・コンクリート切断・コアーボーリング施工

本　社 〒196-0004 東京都昭島市緑町2-5 -31

株式会社

東京都知事許可　第142421号 ウォーターリサイクル協会会員　DCA組合会員

産業廃棄物・汚泥水
中間処理業(移動式)
東京都 第13-20-170402号
八王子市 第109-20-170402号

ウォーターリサイクル工法
乾式カッター・乾式グルービング
超低騒音型切断機
静音刃使用 産業廃棄物収集運搬業

東京都知事許可番号
埼玉県　神奈川県　千葉県　山梨県

第13-00-170402号

ケミカルアンカー工事
ウォールソー工事
円切りカッター工事

042 - 519 - 5223
akishima@keiz.tokyo

042 - 519 - 5222T E L

F A X

E-mail

産業廃棄物・汚泥水
中間処理業(移動式)

元文部科学大臣

衆議院議員　　馳　　浩
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ご挨拶

ダイヤモンド工事業協同組合の皆様には日頃からのご支援に対し心から感謝申し上げます。皆様のお陰様をもちま
して、参議院議員として2期11年目の活動を行っています。
公共工事の品質確保の促進に関する法律（品確法）の具体化を進める
強くしなやかな国土を造るためには、防災・減災、老朽化対策を進める必要があります。同時にその担い手として、
全国各地で建設産業に働く人々が、イキイキと活動できる環境を整え、建設産業の元気回復を図ることが、喫緊の課
題です。もちろん「建設産業」とは、ダイヤモンド工事業の皆様をはじめ、元請、専門工事を問わず、土木、建築工事だ
けではなく、裾野の広い関連産業全体とそこに働く多くの人々を指します。残念ながら、東日本大震災をはじめ熊本地
震、台風災害と、多くの災害が続き、一部の地域では技術者・労働者の不足、資材の不足が顕在化してきました。この
克服の為に政治・行政一致して取組まねばなりません。このため、3年前、全党一致で品確法を改正しました。それを
具体化、実行し、国土と建設産業を守ることが私の使命です。
働く人達の労働条件と労働環境を改善する
先ず、働いている人々の賃金が低過ぎます。上げて行かねば若者が入って来ません。公共事業の積算で使う労務単
価が低くなり過ぎました。私は長い間調査方法の改善を主張し、13年4月にようやく全国平均15％上げたのをかわき
りに、毎年改善を重ね、17年2月にも約3％、12年に比べると約4割近い労務単価の改善を実現して参りました。まだ
まだ上げ続け、戻し続けなければなりません。
元請も専門工事業も受注者が利益を出せるようにするのが発注者の責務
仕事したら工夫すれば利益が残せる公共事業の契約にしなければなりません。低入札基準価格を近年で6回上げ
てもらいました。発注者が見積もった価格の7～8割で落札することが異常です。また官の積算価格は標準ですから、
本来、積算価格で仕事をしてもらうのが適正なのです。さらに、これ以上必要な場合は、それに対応する必要があるの
です。改正品確法では受注者が適正な利潤が得られるようにするのが発注者の責務としました。
10年先、20年先を見通し、国土強靱化と地方創生を実行する
そして10年先、20年先を見据えて国土・地域を強靱化する計画を立て、着実に実行する必要があります。民間投資
を引き出し、公共投資も目標を立てて着実に実行する。これがまた、建設産業の元気回復につながることと思います。
この趣旨で国土強靱化基本法を成立させました。地方創生も、これが原点です。
DCAへの期待と課題
DCAへの期待と課題には大きなものがあります。ひとつは災害防止協定です。DCAの皆様も常日頃から災害時には
大奮闘頂いているわけですが、災害防止に関する取組みの適格団体となって、いざという時の貢献が期待されていま
す。DCAの組合員の皆様が一致団結して、このような期待と課題に取り組まれていることに敬意を表しますと共に、私
もまた皆様と共に力を合わせ、微力を尽させて頂くことをお約束申し上げる次第であります。

参議院議員　　佐藤　のぶあき
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参議院議員　　足立　敏之

建設産業の再生に向けて

私は、昨年の7月の参議院議員選挙で自由民主党の建設分野の全国比例区代表として、当選させていただき、国政
に送り出していただきました。ダイヤモンド工事業協同組合の皆様をはじめ全国の皆様から暖かいご支援をいただき
ましたことに心から感謝申し上げます。
議員活動も1年3か月を経過し、国土交通委員会、災害対策特別委員会、東日本大震災復興特別委員会などで質問
する機会を得て、建設産業の担い手確保、公共事業予算の確保、建設産業の持続的発展などについても質問し、建設
産業の再生に向けての取り組みを着実に進めています。
私が取り組んでいる建設産業の再生に向けての取り組みは以下の通りです。
1.　建設関連産業の役割を踏まえた取り組みの推進
　大規模な地震や水害・土砂災害が発生した場合には、建設関連産業の皆様方は、連絡道路の確保や崩れた土砂
の排除、堤防の応急復旧などの緊急対応や、その後の復旧・復興の担い手として大切な役割を果たしています。この
ため、建設関連産業が、未来永劫活躍できる環境を持続的に確保することは、必要不可欠です。しかし、自衛隊や警
察、消防と異なり、建設関連産業は日頃の仕事を行う中で利益をあげ、それにより準備態勢を整え、いざというときに
対応しなければなりません。このため、建設関連産業にとっては、一定規模の公共事業予算の確保とともに、仕事をす
れば利益のでる社会システムの再構築が不可欠です。
2.　一定規模の公共事業予算の確保
　わが国の公共事業予算は、近年大きな削減があって、20年前のピーク時の半分以下、４７％まで削減されていま
す。しかし、諸外国を見ると、この20年間で公共事業予算を減らした先進国は日本だけです。日本が再び経済で一流
を目指すなら、インフラ整備をしっかりやり直して、足腰を鍛えなおすことが必要です。この結果、建設関連産業の皆
様に必要な一定規模の公共事業予算の確保を図ることができます。
3.　仕事をすれば利益のでる社会システムの再構築
　建設関連産業は公共事業予算の大幅削減を受けて、ダンピングや安値受注が横行し、仕事をしても利益の出な
い時代が続きました。しかし、地域の基幹産業であり、防災の担い手である建設関連産業が持続的に活躍していくた
めには、仕事をすれば利益の出る社会システムの再構築が必要です。「受注者の適正な利潤の確保」をうたった改正
品確法の趣旨を徹底することにより、建設産業の再生を図っていきたいと考えています。

〒370-0852　群馬県高崎市中居町 4-12-2
TEL 027-386-4636　FAX 027-386-4637　http://www.dry-grooving. jp

日本乾式グルービング施工協会
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貴組合の皆様におかれましては、日頃より国土交通行政の推進に当たり、ご理解とご協力を賜っており
ますことに、厚く御礼申し上げます。
建設産業は、防災・減災対策や社会インフラの老朽化対策など「地域の守り手」として極めて大きな役
割を担うとともに、都市や産業基盤の整備をはじめ、我が国の基幹産業として経済・社会の発展を支えて
います。
その中でも、コンクリート切断・穿孔工事は、災害復旧や道路等の維持補修に大きな役割を果たしてお
り、社会資本の更新期を迎えるに当たって、その役割は極めて大きく、その工事を支えているのは、直接
現場の施工にあたられる皆様の技能です。
一方、我が国は人口減少時代を迎えており、建設業が今後ともその役割を果たしていくためには、「生
産性向上」と併せて、将来の担い手を確保するための「働き方改革」に取り組まなければなりません。
国土交通省としましては、公共・民間全ての建設工事において、下請契約も含め、建設工事に従事する
方が長時間労働を行うことのないよう、週休２日の確保等を考慮して適正な工期を設定するとともに、適
切な賃金水準の確保、社会保険への加入促進による技能労働者の処遇改善等に引き続き注力してまいりま
す。
また、技能者がその技能や経験に見合った処遇を受けられるよう、一人ひとりの就業履歴や保有資格を
業界統一のルールで蓄積する「建設キャリアアップシステム」の稼働に向け、業界の皆様と一丸となって
取組を本格化させてまいります。
貴組合におかれましては、登録切断穿孔基幹技能者講習やコンクリート等切断穿孔技能審査試験の実施
など、将来を担う優秀な人材の確保・育成に積極的に取り組んでおられます。また、「コンクリート切
断・穿孔工法機材展」の開催による新工法や新技術等の情報発信を通じてコンクリート切断・穿孔工事業
の魅力をPRされるなど、貴組合の様々な活動に改めて敬意を表したいと思います。
引き続き、経営革新や人材育成等に精力的に取り組まれ、建設産業のより一層の発展に寄与されること
を期待しております。

「ＤＣＡだより」
第３５号発刊に寄せて

建設市場整備課長　　出口　陽一
国土交通省土地・建設産業局

○

○

E

E として登録されています。

ウォーター・リサイクル工法は㈱オクトの登録商標です。
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建設現場の生産性向上に向けて

　ダイヤモンド工事業協同組合並びに組合員各位におかれましては､ 平素より国土交通行政の推進にご支
援､ ご協力をいただき､ 厚く御礼申し上げます｡
　今年も全国各地で自然災害が多発しており、７月に発生した福岡県と大分県を中心とした九州北部豪雨
では、線状降水帯の停滞により、河川の氾濫や大規模な土砂崩落により人的な被害も発生しました。
　私共としましては､ 頻発する災害への対応､ 更には社会インフラの老朽化という大きな課題を考えます
と､ 皆様を含めたこの建設業界の方々が健全に末永くしっかり役割を果たしていただくような業態であっ
ていただきたいと願うところでございます｡
　国土交通省では､ 今年を ｢生産性革命 ･前進の年｣ として ICT 土工､ i-Construction という名前で調査
､ 測量､ 設計､ 施工､ 検査､ 将来的には維持管理更新まで､ あらゆる建設生産プロセスでの ICT 活用を推
進させていただいております｡
　建設産業が引き続きその役割を果たしていくためには､ 働き手の減少を上回る ｢生産性向上｣ を図るの
は当然ですが､ 建設現場を､ ｢安全な現場｣ とし､ ｢最新 ･最先端技術が使われている現場｣ に変えていく
ことによって､ “ 新 3K" 産業､ すなわち､ ｢給料がよい｣､ ｢休暇が取れる｣､ ｢希望が持てる｣ 産業とするた
めの ｢働き方改革｣ に取り組んで参ります｡
　貴組合におかれましても､ 発足以来長期にわたり登録基幹技能者講習､ 技能審査試験、業務安全講習会
の実施などを通じて人材育成や技術の発展､ 普及など社会に大きく貢献されており､ 深く敬意を表する次
第です｡ また､ 国土交通省と災害時協定を締結していただくなど､ 災害対応や維持管理に対するご支援は
非常に心強いものがあります｡
　今後とも､ 建設業の健全な発展のため､ 引き続きご尽力いただきますとともに､ 先に述べました様々な
施策に官民心を一つにして取り組んでいければと考えておりますので､ なお一層のご理解とご協力をよろ
しくお願い申し上げます｡
　結びに､ ダイヤモンド工事業協同組合の益々のご発展と組合員の皆様方のご健勝､ ご活躍を心より祈念
いたします｡

公共事業企画調整課長　　勢田　昌功
国土交通省総合政策局
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卓越するチカラ、手にする信頼。ヒルティ

日本ヒルティ株式会社　www.hilti.co.jp　電話0120-66-1159（受付時間 ： 月～金 8：30～18：30）／ファックス0120-23-2953

ヒルティは約束します。
「仕事が速い」そういっていただける製品があります。あらゆる現場に合わせて選んでいただける製品があります。
現場で信頼されている営業担当者がいます。そして技術相談に対応するサービスがあります。
製品と現場で培ったチカラがかなえる、ヒルティの約束です。

ヒルティ_電動ウォールソー広告（サイズW178×H57）

電動ウォールソー  DST 10-CA
●1時間当たり3平方メートルの切断スピード（当社試験値）　●ワイヤレスリモコン採用、手元で切断深度確認

建設用レーザー・鉄筋探査機 ドリル・ハツリ製品 研削・切断製品 ダイヤモンド製品 建設用鋲打機 アンカー製品 ウレタンフォーム

建設産業の未来に向けた取組について
理由は問わない　体験学習

　東日本大震災の復興工事や東京オリンピック・パラリンピックの開催、度重なる各地域における自然災
害への対策、更新時期を迎えつつある老朽化した社会基盤の整備といった国家的事業への対応が急務と
なっていますが、少子高齢化が大きな社会問題となる中で、工事の中心を担う技能労働者が減少し続け、
円滑な事業執行が危惧され、建設産業という枠を超えた大きな課題が日本に突きつけられています。
　この課題に対応すべく、今後１０年後を見据えた「建設産業政策２０１７＋１０」が策定され、「働き
方改革」による週休二日制の取組等、政府、業界一体となった取り組みが行われています。
　当連合会は、昨年の「見て、触れて、感じる体験現場の拡大に向けて」次世代に引き継ぐためには、
今、何をすべきかに引き続き、本年度は、「建設産業の未来に向けた取組」について問いかけ、体験学習
できる現場の拡大に向けた取り組みを行うこと等により、広く国民に建設産業・建設専門業の役割につい
て、アピールしようと本年１１月１６日全国大会を開催いたしました。
　建設業振興基金からは、人材確保育成コンソーシアム等の取組、文教大学では、不登校児童の体験学習
への取組、富士教育訓練センターからは、工業高校・専門学校・大学生、職人の技能訓練等、日本左官業
組合連合会、日本塗装工業会からは、幼稚園児、小・中学生体験学習等の取組について、パネルデスカッ
ションで現在様々な取り組みが行われていることの紹介と併せて、国、建設業界挙げて支援いただいてい
る富士教育訓練センターの建て替え工事の現状について報告させていただきました。多くの方々に御参加
いただき有難うございました。
　建設業の担い手確保・育成は、喫緊の課題であります。長年の懸案であった社会保険加入問題について
も、公共工事については、本年１０月から未加入者は現場に入れないとし、技能労働者の能力評価、専門
工事業者の評価制度に向けた取組については、さらに具体化に向けた取り組みを行うとしています。専門
工事業の長年の活動がようやく国を挙げての活動として動き出しました。
　今後とも、建設産業・専門工事業の発展に向け、ダイヤモンド工事業協同組合の皆様と一致団結して取
り組んでまいりたいと思います。

（一社）建設産業専門団体連合会　会長　　才賀　清二郎
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　ダイヤモンド工事業協同組合におかれましては、日頃より登録基幹技能者制度等を通じて技能者の育成・技
能向上にご尽力を賜り、感謝を申し上げます。
　建設業における技能者の将来の目標像の創出や工事の品質確保という観点から、建設現場を支える中核とな
る人材として、登録基幹技能者の果たすべき役割の重要性が増しており、今後、登録基幹技能者制度の更なる
普及を図ることが必要であると考えております。
　登録基幹技能者制度は、創設から９年目を迎えました。平成２９年３月末時点で５６，９７７名が登録基幹
技能者の資格を有しており、前年度より５，３１７名増加しております。登録切断穿孔基幹技能者について
は、平成２９年３月末時点で３１８名となっており、前年度より１５名増加しております。
　コンクリート切断・穿孔工事の技術は、建物、橋、道路や上下水道等といった社会資本の維持や補修に必要
不可欠であり、今後到来する社会資本のメンテナンス時代において、登録切断穿孔基幹技能者に対する期待は
一段と高まっていくものと考えられます。
　国土交通省としても、引き続き、登録基幹技能者制度の更なる普及・活用に取り組んで参りたいと考えてお
ります。
　まず、現在、登録基幹技能者を建設業法に規定する主任技術者の要件を満たす者として位置づける方向で制
度改正を進めており、これにより登録基幹技能者の更なる活用が図られることが期待されます。
　また、建設技能者の就業履歴や保有資格を業界統一のルールで蓄積する「建設キャリアアップシステム」に
ついて、平成３０年秋の運用開始に向け官民一体でその構築を進めているところですが、このシステムにおき
ましては、登録基幹技能者に対し、一般のカードと区別してゴールドカードを交付することとしております。
11月6日に開催した「建設キャリアアップシステム運営協議会第2回総会」において、システムの利用料金が
決定されるとともに、普及に向けた取組方針が示されました。ダイヤモンド工事協同組合におかれましても、
システムの普及・利用促進に積極的に取り組んでいただきたいと考えております。国土交通省としましても学
識経験者や建設業関係団体から構成される検討会を新たに立ち上げ、システムに蓄積される保有資格等の情報
を活用した技能者の能力評価のあり方について検討を進めていくこととしており、登録基幹技能者の位置づけ
や評価についてもしっかりと検討して参ります。
　ダイヤモンド工事業協同組合の皆様におかれましては、引き続き、登録切断穿孔基幹技能者の育成をはじ
め、業界全体の質的向上に取り組んでいただきますよう、ご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上げま
す。

労働資材対策室長　　矢吹　周平
国土交通省　土地・建設産業局　建設市場整備課

登録基幹技能者の活用に向けて
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Coneference
総 会 平成29年度 第24回通常総会開催

　平成２９年７月２１日（金）第２４回通常総会・基調講演・懇親会が霞が関ビル３５階、東海大学校友会館にお
いて開催され、無事に終えることができました。これも全て、役員・組合員・賛助会員の方々のご協力のおかげで
あり、心より感謝しております。

【表彰】
　総会終了後の表彰式では、組合事業である技能審査試験、試験官に貢献されたとして、㈱進成 代表取締役 土
堂進 様が表彰されました。また、永年にわたり理事として組合の発展向上にご尽力いただいた㈲上田カッター 
代表取締役 上田和美様には感謝状を贈呈しました。

　登録切断穿孔基幹技能者奨励賞には、ロードカッター工業（大分県）代表 水田和彦 様が表彰されました。

【基調講演】
（公社）土木学会　第105代会長　大石久和様より、『国土・インフラ・日本人　－歴史に学ぶもの－　』と題し
て、インフラの必要性、公共事業は未来への投資だということを、歴史観、諸外国との比較等により、わかりやすく
お話し頂きました。

【説明会】
　 総会終了後、国土交通省 土地・建設産業局 建設市場整備課 
労働資材対策室 企画専門官 山影一茂様より『建設キャリアアッ
プシステムについての説明会』をしていただきました。
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役　　職 氏　名 企業名
理　事　長 山 下　 哲 男 山下工業㈱
副理事長（技術） 赤 羽　 弘 秋 ㈲コアーズ名古屋
副理事長（総務） 貝 木　　 昭 ㈲アール・シー・サービス
専務理事 髙 倉　 貴 政 ㈱カッター・アバンセ
監　　事 髙 井　 信 城 ㈲高井道路カッターコアー
監　　事 金 原　 好 宏 ㈱金原カッター
組織・購買委員長 大 西　　 潔 ㈱スカイ・アーク
委　　員 下 村　 俊 夫 ㈱ダイヤテクニカ
委　　員 平 山　 武 夫 ㈱平山工業
広報委員長（HP） 村 田　 啓 輔 ㈱日本コンクリートカッティング

委　　員 高 橋　　 範 ㈲秋田カッター工業
委　　員 平 山　 武 夫 ㈱平山工業
委　　員 高 橋　 大 輔 新潟カッター㈱
登録切断穿孔基幹技能者委員長 貝 木　　 昭 ㈲アール・シー・サービス

副委員長 鈴  木　作太郎 ㈱イーシーセルビス
委　　員 赤 羽　 弘 秋 ㈲コアーズ名古屋
委　　員 村 田　 啓 輔 ㈱日本コンクリートカッティング

役　職 氏　名 企業名
技能審査委員長 妹 尾　 浩 志 ㈲ダイヤロード
副委員長 赤 坂　 雅 勝 ㈱テクノサークル
委　　員 鈴 木　 浩 日本カッター㈱
委　　員 塩 田　 正 行 ㈱ロードカッター塩田屋
委　　員 土 堂　 進 ㈱進成
委　　員 下 村　 俊 夫 ㈱ダイヤテクニカ
委　　員 平 山　 武 夫 ㈱平山工業
委　　員 高 橋　 大 輔 新潟カッター㈱
積算委員長 鈴  木　作太郎 ㈱イーシーセルビス
委　　員 村 田　 啓 輔 ㈱日本コンクリートカッティング

災害対策委員長 鈴  木　作太郎 ㈱イーシーセルビス
委　　員 下 村　 俊 夫 ㈱ダイヤテクニカ
委　　員 赤 羽　 弘 秋 ㈲コアーズ名古屋
環境委員長 高 橋　　 範 ㈲秋田カッター工業
委　　員 塩 田　 正 行 ㈱ロードカッター塩田屋
委　　員 鈴 木　 浩 日本カッター㈱
ライジングサンズ 下 村　 俊 夫 ㈱ダイヤテクニカ

新役員組織

〈敬称略〉  



12

安全・スピーディー・確かな技術
そして 環境にやさしい施工

（株）日本海カッター工業
本社 富山県高岡市野村1589-1

TEL0766-26-1200 FAX0766-26-2526

富山 富山市太郎丸本町1-9-20

TEL 076-422-2252 FAX076-422-2261

URL http://www.nihonkai-cutter.net

知事許可（般-27）第9804号

カッター工事部

一般土木工事部

建設機械修理

警備部 (富山公安認定50000042号)

Coneference
総会
【懇親会】
　懇親会では、ご来賓の元文部科学大臣・衆議院議員馳浩事務所天野秘書、参議院議員佐藤信秋事務所富山秘書、参
議院議員足立敏之事務所松井秘書をはじめ、国土交通省大臣官房　技術審議官 五道 仁実様、(公社)土木学会　第
105代　会長 大石久和様、元国土交通省水管理・国土保全局長・（公財）河川財団　理事長 関 克己様など、多数のご
臨席の方より祝辞をいただきました。和やかな雰囲気の中で、ご来賓の皆様や賛助会員、組合員の皆様との情報、相互の
意見交換が行われ、より一層の親交を深めることができました。

【ご来賓出席者】
役　　　職 お　名　前

衆議院議員秘書 ( 馳浩　代理 ) 天 野 健 太 郎
参議院議員秘書 ( 佐藤信秋　代理 ) 富 山 　 明 彦
参議院議員秘書 ( 足立敏行　代理 ) 松 井 　 健 一
国土交通省 大臣官房 技術審議官 五 道 　 仁 実
国土交通省 土地・建設産業局 建設市場整備 専門工事業・建設関連業振興室長 中 林 　 大 典
国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 課長 勢 田 　 昌 功
国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 施工安全企画室長 宮 武 　 一 郎
国土交通省 道路局 環境安全課 交通安全政策分析官 蓮 見 　 有 敏
国土交通省 土地・建設産業局 建設業課 企画専門官 仲 嶋 　 幹 雄

（公社）土木学会 第１０５代 会長 大 石 　 久 和
（公財）河川財団 理事長 元国土交通省 水管理・国土保全局局長 関 　 　 克 己
横浜日独協会 早 瀬 　 　 勇
職業訓練法人 全国建設産業教育訓練協会 富士教育訓練センター 専務理事 菅 井 　 文 明
職業訓練法人 全国建設産業教育訓練協会 富士教育訓練センター 専任講師 大 平 　 延 行
( 株 ) 富士通総研　行政経営グループ チーフシニアコンサルタント 名 取 　 直 美

（一社）日本コンクリート切断穿孔業協会 理事長 稲 積 　 雄 司
ダイヤモンドワイヤーソー工法研究会 会長 川 嶋 　 常 男
ダイヤモンドワイヤーソー工法研究会 北 沢 　 　 勤

〈敬称略〉  

山下理事長より挨拶 国土交通省　大臣官房技術審議官
五道仁実様より祝辞

(公社)土木学会
第105代会長　大石久和様より祝辞

(公財)河川財団
理事長　関　克己様より祝辞

第24回通常総会
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総会第24回通常総会　〜懇親会スナップ〜
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平成２９年５月２０日２１日の両日に亘り、芝浦工業大学　芝浦キャンパスにおいて「登録切断穿孔基幹技能者新

規講習」を実施いたしましたことを、ご報告させていただきます。

本年も、当委員会学識者であります、芝浦工業大学　工学部　建築学科　枝広名誉教授のご尽力によりこの上な

い環境の中、芝浦キャンパスにおいて２日間に亘り講習・試験が実施できました。

冒頭、山下哲男理事長（山下工業㈱）より、「登録切断穿孔基幹技能者」の重要性について説明がありました。続い

て、芝浦工業大学　工学部　建築学科　枝広名誉教授より「最近のコンクリートについて」ご講義をいただきました。

その後、富士教育訓練センター大平講師による登録基幹技能者としての専門知識・関係法規、また専門的な観点よ

り各マネージメント等を赤羽講師（(有)コアーズ名古屋）・鈴木講師（㈱イーシーセルビス）・村田講師（㈱日本コンク

リートカッティング）の４氏により１２時間講習が、髙倉専務理事（㈱

カッター・アバンセ）・上田和美委員（(有)上田カッター）のサポートに

より滞りなく終了し、その後、試験が実施されました。

今回も、北は北海道から、南は鹿児島県までの全国から受講生が

集まり開催されました。当初より、この資格制度に携わり要望してまい

りました「主任技術者要件に登録基幹技能者を位置づける」方針の決

定により建設業法の改正及び建設市場整備課長通知の改正により来

年度には確定実施するとのことで、これから先のキャリアパスとして推

進していただきますことを祈念いたします。

ダイヤモンド工事業協同組合は、今後も切断穿孔業界の発展のた

め、優れた専門技能者を輩出し、「登録切断穿孔基幹技能者」として

活動しやすい環境整備に努めてまいります。

①

登 録
基 幹
技能者

 「平成２９年登録切断穿孔基幹 技能者新規及び更新講習・試験」
  実施報告と 次回のご案内

本年も「平成29年登録切断穿孔基幹技能者新規講習・試験」及び「平成29年登録切断穿孔基幹技能 者更新講習・試験」を、芝浦工業大学キャンバスにおいて実施致しました。今回も当委員会学識者
であります芝浦工業大学工学部建築学科 枝広名誉教授のご尽力により、同芝浦工業大学キャンバス にて無事実施できました。関係諸氏の皆様に厚く御礼申し上げ、ここに報告させていただきます。

新規講習・試験

次回開催のご案内 　次回の新規講習会は、平成30年5月を予定しております。詳細につきましては、決 定次第、業界紙及び組合ホームページ等にてご案内申し上げます。尚、受講資格等につきましては、前回と
同様になっております。ご不明な点がございましたら、組合事務局までお問い合わせ ください。

15

平成２９年５月２１日に、芝浦工業大学　芝浦キャンパスにおいて、第４回目になります「登録切断穿孔基幹技能者
更新講習」を実施いたしましたことを、ご報告させていただきます。

冒頭、山下哲男理事長（山下工業㈱）より、登録切断穿孔基幹技能者として５年が経過し、責任の重さと更なるスキ
ルアップを目指していただきたい旨の話がありました。その後、「登録切断穿孔基幹技能者のあり方」について村田講
師（㈱日本コンクリートカッティング）、続いて、芝浦工業大学　工学部　建築学科　枝広名誉教授より「最近のコン
クリートの材料と施工について」ご講義をいただきました。その後、富士教育訓練センター大平講師による「求められ
る登録基幹技能者像」「関係法規」また、専門的な観点より大鐘工学博士より、「とび・土工の例示の中に切断穿孔工
事の追加による登録切断穿孔基幹技能者としての責任の高まり」「ビル解体時における登録切断穿孔基幹技能者の
役割」といった実務及びシミュレーション的なご講義をいただきました。

更新講習の課題の一項目であります実務報告書の試験委員会による１次審査、それから、芝浦工業大学枝広名誉
教授と大鐘工学博士の合議による２次審査で選出された、水田和彦氏
（ロードカッター工業（大分県））による受講生を前にしての発表。そし
て、その内容等についての芝浦工業大学枝広名誉教授によります総評
があり、和やかな雰囲気の中、すべての者がスキルアップできる講習会
であったことをご報告させていただきます。水田和彦氏は、当組合の通
常総会にて、奨励賞を受賞し表彰されました。

またこれからのキャリアパスとして、平成２９年３月末日まで行われ
ました「登録基幹技能者特別講習」を受講され、建設キャリアアップシ
ステムに参画される登録切断穿孔基幹技能者の皆様、本システムの開
発・運用時期が諸事情により遅延しておりますが、一般技能者との差
別化を諮るがごとく、自信と責任をもって活躍されますことを祈念いた
します。

これからも、国土交通省・関係部署等のご指導をいただきながら、
「登録切断穿孔基幹技能者の専門的な活用」に向けた更なる環境整
備に努めていきたいと思います。

②

登 録
基 幹
技能者

 「平成２９年登録切断穿孔基幹 技能者新規及び更新講習・試験」
  実施報告と 次回のご案内

登録切断穿孔基幹技能者委員長　　貝木　　昭
本年も「平成29年登録切断穿孔基幹技能者新規講習・試験」及び「平成29年登録切断穿孔基幹技能 者更新講習・試験」を、芝浦工業大学キャンバスにおいて実施致しました。今回も当委員会学識者
であります芝浦工業大学工学部建築学科 枝広名誉教授のご尽力により、同芝浦工業大学キャンバス にて無事実施できました。関係諸氏の皆様に厚く御礼申し上げ、ここに報告させていただきます。

更新講習

　次回の新規講習会は、平成30年5月を予定しております。詳細につきましては、決 定次第、業界紙及び組合ホームページ等にてご案内申し上げます。尚、受講資格等につきましては、前回と
同様になっております。ご不明な点がございましたら、組合事務局までお問い合わせ ください。
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Greeting③

登 録
基 幹
技能者

㈱SDC工業　　逆井　紀賢

Ｑ. 登録基幹技能者取得のきっかけ、取得後の変化
Ａ：以前より切断穿孔技士及び登録基幹技能者の資格があるということは知っていたのですが、中々資格

取得の機会が無く、平成29年度初めに元請業者様に登録基幹技能者の資格を取得を促されたのが、
きっかけです。

　　取得後は、元請業者様からの信頼も厚くなり、登録基幹技能者としての、役割、立場などを自覚し、
自信がつきました。

Ｑ. 登録基幹技能者ならではの仕事への取組み方
Ａ：切断穿孔の業務はもちろん、管理、育成、指示、調整など様々な役割をはたしていかなければいけま

せん。
　　そういった一つ上の立場ということに驕ることなく、仲間の安全はもちろん、元請業者様の求める、

品質、施工、管理などもしっかり全うし、信頼できる登録基幹技能者として、取り組んで行きたいで
す。

Ｑ. 登録基幹技能者としての夢や目標
Ａ：登録基幹技能者としてというか、切断穿孔技士をはじめ、登録切断穿孔基幹技能士資格の認知をもっ

と広めたいです。
　　同業界だけでなく、いろんな建設業に切断穿孔には専門の技術者がいるということを、もっともっ

と、広めて行きたいです。
　　この度、登録切断穿孔基幹技能士資格を取得し、より一層そういった気持ちが強くなりました。

平成29年度登録切断穿孔基幹技能者
合格者インタビュー
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〒870-0109　大分県大分市徳島２－１１－１３

TEL/FAX：０９７－５２１－１７８５

ロードカッター工業

④

登 録
基 幹
技能者

ロードカッター工業　　水田　和彦

登録切断穿孔基幹技能者更新講習
平成29年奨励賞受賞

Ｑ. 登録基幹技能者取得のきっかけ、取得後の変化
Ａ：今から15年前に一緒に仕事をしていた父が亡くなり、相談にのっていただいた同業者の社長に組合

を紹介していただきました。そこで切断穿孔技士の資格があることを知り、それぞれの資格を取得し
ていきました。その後、経験を積んでいく中で、よりスキルアップできる登録基幹技能者の資格が出
来たことを知り、取得を目指してきました。取得後は、経験を活かした現場作業での安全対策、より
効率的な施工管理を心がけ、安全で効率の良い作業手順を提案していけるよう、日々取り組んでいま
す。

Ｑ. 登録基幹技能者ならではの仕事への取組み方
Ａ：今までは、元請け業者に現場での指示を受けての現場作業に取り組んでいましたが、登録基幹技能者

の資格を取得してからは、切断穿孔における現場作業での専門的な知識を元請け業者に少しでも理解
してもらえるように意見交換の場を大事にしています。

　　また、現場の状況によって、作業手順が前後してしまうなど効率が低下してしまわないように、現場
への下見に出向くことで、元請け業者と一緒に現場の状況を確認、また他の業者との連携や作業手順
を確認し、より効率の良い施工工程を提案、検討してもらうように取り組んでいます。

Ｑ. 登録基幹技能者としての夢や目標
Ａ：九州では、熊本大地震をはじめ、台風や豪雨といった大きな自然災害に遭遇し、崖崩れによる幹線

道路の一部崩壊、土石流による橋の崩落など、今まで経験したことのない大自然の驚異に遭遇しまし
た。その中で、自然災害による二次災害だけでなく、日々の現場での労働災害を起こさないようにす
るには、現場での安全を確保するための状況判断が大切だと感じました。自分がこれまで経験してき
た知識をそれぞれの現場で安全を第一に考えながら、状況に応じた適切な判断力と効率的な施工工程
を提案していけるようこれからも努力していきます。

平成29年度登録切断穿孔基幹技能者
合格者インタビュー
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厚生労働省認定コンクリート等切断穿技能審査試験を平成29年4月23日(土)・24日(日)に千葉市幕張の
高度ポリテクセンターと、ホテルグリーンタワーで実施しました。
今回は申込み期限直前になっての申込みが殺到し、学科試験会場を急遽高度ポリテクセンターとホテル
グリーンタワーの２会場での実施となり、受験生の方々にはご迷惑をおかけしましたが無事終了すること
が出来ました。合格率も、平年並みの実績で安心しました。
本試験も２１回目を迎え、今までに１,７７９名の切断穿孔技士を輩出してきましたが全国にはまだ多
くの方が切断穿孔の作業に従事されていると思います。組合員の方々だけでなく、切断穿孔業界全体のレ
ベルアップの為、今後も多数の切断穿孔技士を輩出し、その方々が活躍されることを心から願っておりま
す。

ご協力下さった皆様のご紹介
[コンクリートカッター]仲山鉄工(株)　[コアマシーン](株)シブヤ、(株)コンセック
[ドリル・アンカー]日本ヒルティー(株)　[コンテナハウス管理]理研ダイヤモンド工業(株)
[切断排水処理](株)進成　[機材搬入･洗浄](有)高井道路カッターコアー
＊試験管の方々、賛助会員の皆様、ご協力ありがとうございました。

次回開催のお知らせ
　第22回厚生労働省認定コンクリート等切断穿孔技能審査試験は、平成30年4月21日(土)22日(日)
千葉市幕張での実施を予定しております。詳細が決まり次第、組合のホームページ・業界誌等でお知らせ
します。

第２１回厚生労働省認定
コンクリート等切断穿孔技能審査試験を実施

技能審査委員長　　妹尾　浩志

第２１回厚生労働省認定コンクリート等切断穿孔技能審査試験受験者及び合格者数
受験者数 合格者数 合格率

切断部門 27名 24名 88.9%
穿孔部門 46名 40名 87%

●ワイヤーソー工法、ウォールソー工法(湿式・乾式)
●ウォーター・リサイクル工法
●乾式グルービング工法
●アスファルト・コンクリート等切断、穿孔工事
●新設目地切断工事(湿式・乾式)
●円形カッター工事、リングカッター工事、各種アンカー工事
●鉄筋探査(電磁波レーダー方式、電磁誘導方式)

松江 〒690-0046 島根県松江市乃木福富町383-11
TEL(0852)21-8188 FAX(0852)21-1108

福山 〒721-0966 広島県福山市手城町3丁目4番14号
TEL(084)920-8448 FAX(084)920-8447

有限会社 ダイヤロード

Examination

技 能
審 査
試 験

19

技能審査試験

Drilling

穴あけ

Cutting Industrial
Machines

産業用ロボット切断

私たちコンセックは、コンクリート時代の常識に
風穴を開ける技術を追求し続けます。

切断・穴あけのオーソリティを目指して、今、必要

とされるカタチを します。

http://www.consec.co.jp

本社 〒733-0833 広島市西区商工センター4-6-8
ＴＥＬ082-277-5452 ＦＡＸ082-278-6389

支店 東京・大阪

営業所 札幌・秋田・仙台・西東京・横浜・名古屋・金沢

岡山・広島・高松・松山・北九州・福岡・鹿児島

Cutting

切断解体

仲山鉄工株式会社
〒426-0066

静岡県藤枝市青葉町１-４-１２

Tel：054-635-1383
Fax：054-635-0418

URL http//www.nakayama-azz.co.jp
E-mail info@nakayama-azz.co.jp

Examination

技 能
審 査
試 験
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Lecture

今年度の第21回切断穿孔業務安全講習会は、3月5日を皮切りに全国７会場で開催しました。
平成27年7月1日施行の労働安全衛生規則の一部改正に伴い、足場の組立て等（解体又は変更)の業務に従事
する者を対象として特別教育の受講が義務付けられました。切断穿孔の作業においても足場の組立、解体、変
更が伴う現場もあるので業務安全講習会として特別教育を(株)フソウ安全推進室のお力添えにより開催しまし
た。今までにない多数の受講があり、組合員の皆様の安全衛生に対する意識の高さと、これからの建設業全般
における資格の重要性に対する認識の高さを感じました。
技能審査委員会では、今後も組合員の皆様方の事業の発展につながるよう内容の充実した講習会を開催して
いきますのでご意見、ご要望をお聞かせ下さい。
また、私たちが作業に使用する切断穿孔の機械は「特殊建設機械」と認知されており、それを操作する作業
員は安全で優れた技術を求められます。社員の安全衛生教育の徹底の為、是非切断穿孔業務安全講習会をご活
用下さい。
また、第二部は「厚生労働省認定コンクリート等切断穿孔技能審査試験」を受けられる方を対象に講習を行
いますので、受験される方は受講をお勧めします。

次回開催のお知らせ
　第22回切断穿孔業務安全講習会は平成30年3月頃の開催を予定しております。
会場、日時等詳細が決定次第、組合ホームページ、業界誌等でお知らせ致します。

第２１回切断穿孔業務安全講習会を開催
技能審査委員長　　妹尾　浩志

第２１回切断穿孔業務安全講習会
会　　場 開　催　日 開　催　会　場 講　師
札　　幌 3月5日（日） 北海道職業能力開発支援センター ㈱フソウ
仙　　台 4月9日（日） 仙台市民会館 〃
東　　京 4月2日（日） 東久留米市商工会議所 〃
新　　潟 4月2日（日） 新潟市東プラザ 〃
米　　原 3月12日（日） 滋賀県立文化産業交流会館 〃
岡　　山 3月12日（日） 岡山中央公民館 〃
福　　岡 3月26日（日） 大野城まどかぴあ 〃

米原会場 新潟会場札幌会場
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Region

支部会議の開催報告

本年度も９月３０日（土）の関東・甲信支部会議を皮切り
に、全国６箇所で支部会議が開催されました。組合員はも
とより、賛助会員の皆様にもご出席いただき、これからの
組合活動についての活発な意見交換が行われました。

今年は、審議に先立ち、支部長より組合活動の様子をプロ
ジェクターを使い紹介させていただきました。

会議後の懇親会では、組合員と賛助会員との結束を更に深
めることができました。

支　　部 日　　程 開　催　場　所

北海道支部
東北支部合同 10月28日（土） ルートイングランティア秋田

(秋田市)

関東・甲信支部   9月30日（土） 美ヶ原温泉　旅館すぎもと
(長野県松本市)

北陸支部 10月19日（木） 新潟グランドホテル
(新潟市)

中部支部
近畿支部合同 10月14日（土） ＡＰ名古屋　名駅

(名古屋市)

中国支部
四国支部合同 10月21日（土） 福山プラザホテル

(広島県福山市)

九州支部 10月  3日（火） 大野城まどかぴあ
(福岡県大野城市)

九州支部会議

中部・近畿支部合同支部会議

北海道・東北支部合同支部会議

平成２９年度全国支部会議
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この度は、平成２９年度優秀施工者国土交通大臣顕彰「建設マスター」という名誉ある賞を受賞させて頂き
大変光栄に思っています。

この度、受賞の機会を頂きましたことは、ダイヤモンド工業協同組合の皆様、会社の社長、同僚の指導と家
族の支えがあってこその受賞と、深く感謝しております。

この業界に２０年以上携わり、カッター工事の現場にて様々な経験をさせていただきました。これらの経験
の中で培ってきた自身の技術・技能のさらなる向上を目指し、安全と品質の水準を高く持った工事を行ってい
けるように思っております。また、培ってきた技術・技能を後進者に後進を育てていくことで、この業界の発
展に微力ながら尽くしていきたいと思っております。

この度は、本当にありがとうございました。

㈲中山カッター興業　　佐藤　昌広

Prize

大臣
顕彰  平成29年度　優秀施 工者国土交通大臣顕彰

［建設マスター］組合員２名が顕彰
平成29年10月6日(金)東京都港区にあるメルパルクホールにおいて、『平成29年度優秀施工者国土 大臣顕彰』(417名)の顕彰式典が行われ、国土交通大臣から顕彰が授与されました。優秀施工者国土交通大
臣顕彰は、「建設マスター」と称され、現場での施工に20年以上従事し、現役で活躍している建設 技能者の中から特に優秀な技能・技術を持ち、さらに後進の指導育成に貢献している個人が対象とされて
います。この度、ダイヤモンド工事業協同組合から２名推薦し見事顕彰されました。 おめでとうご ざいます。

「職歴」
平成元年4月　有限会社　中山カッター興業　現在至る

「資格・免許」
平成12年  7月　コンクリート等切断穿孔技士取得（穿孔）
平成17年  7月　コンクリート等切断穿孔技士取得（切断）
平成23年11月　第2種あと施工アンカー施工士
平成24年  3月　「職長教育」「職長・安全衛生責任者教育」
平成25年  9月　玉掛け　技能講習
平成28年  5月　登録切断穿孔基幹技能者
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この度は、平成２９年度優秀施工者国土交通大臣顕彰「建設マスター」という名誉ある賞をいただき、大変
光栄に思っております。

このような賞をいただけたのは、日頃お世話になっている関係各位の皆様のご指導とご支援あってこそと、
深く感謝しております。

私がこの業界に携わって２０年以上が経ちますが、その年月を振り返ってみますと、様々な事がございました。
多様で困難な状況に遭遇する事もございましたが、先輩や後輩の支えもあり、今日までの職務を一つ一つ精一
杯やり遂げることが出来ました。

この身に余る受賞の感激を胸に刻み、今後更なる技術の向上を目指して日々精進し、建設業界の発展に微力
ながら尽力させていただく所存でございます。

この度は誠にありがとうございました。

㈱日本コンクリートカッティング　　浦谷　憲治

Prize

大臣
顕彰 平成29年度　優秀施 工者国土交通大臣顕彰

［建設マスター］組合員２名が顕彰
平成29年10月6日(金)東京都港区にあるメルパルクホールにおいて、『平成29年度優秀施工者国土 大臣顕彰』(417名)の顕彰式典が行われ、国土交通大臣から顕彰が授与されました。優秀施工者国土交通大
臣顕彰は、「建設マスター」と称され、現場での施工に20年以上従事し、現役で活躍している建設 技能者の中から特に優秀な技能・技術を持ち、さらに後進の指導育成に貢献している個人が対象とされて
います。この度、ダイヤモンド工事業協同組合から２名推薦し見事顕彰されました。 おめでとうご ざいます。

「職歴」
平成1年4月～平成7年6月　㈱オクダ
平成7年7月～現在　㈱日本コンクリートカッティング

「資格・免許」
平成10年6月　コンクリート等切断穿孔技士取得（穿孔）
平成20年6月　コンクリート等切断穿孔技士取得（切断）
平成22年2月　2級土木施工管理技士取得
平成23年6月　登録切断穿孔基幹技能者
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有限会社　日昇　　高井　彰

Prize

局長
顕彰

この度は、平成 29 年度 青年優秀施工者土地建設産業局「建設ジュニアマスター」という名誉ある賞
を受賞させていただき大変光栄に思っております。また、これもダイヤモンド工事業協同組合の皆様なら
びに弊社社長、諸先輩方々、同僚のご指導といつも支えてくれる家族あってこその受賞だと深く感謝する
と共に大変嬉しく思っております。

私は、平成 9 年 4 月の入社以来おおよそ 20 年あまり切断穿孔工として多種多様な現場に携わてまい
りました。近年、問題視されている環境問題に弊社もいち早く対応しており、また、排気ガスの軽減、騒
音問題、切断時に発生する濁水の処理など自然や人に優しい工法が主流となってきております。建設産業
技術の進歩を日々感じているなか、今後は「建設ジュニアマスター」をいただいた事を励みにし、受賞し
た者として恥じぬよう自身の技術向上、建設産業の更なる発展に貢献したいと感じております。お世話に
なっている方々のご厚情に報いるよう、日々精進し微力ながら邁進していきます。

最後に、この度、本表彰に推薦していただきましたことを心より感謝申し上げます。本当にありがとう
ございました。

　国土交通省では、若者の建設産業への入職促進を図るため、平成 27 年度より「建設ジュニアマスター」
顕彰を開始することになりました。建設ジュニアマスターは業界の担い手の確保・育成方策の一環として
現場での施工が 10 年以上従事しかつ年齢が 39 才以下である建設技能者の中から優秀な技能・技術を持
ち、さらに後進の指導育成に貢献している個人が対象とされています。

平成29年度 青年優秀施工者 土地・建設産業局長顕彰
［建設ジュニアマスター］組合員が顕彰

「職歴」
高等学校卒業後(新規採用)
平成9年4月～現在　有限会社　日昇

「資格・免許」
平成10年6月　コンクリート等切断穿孔技士取得（切断）
平成12年7月　コンクリート等切断穿孔技士取得（穿孔）
平成17年12月　2級土木施工管理技士取得
平成20年2月　職長(監督者等)教育取得
平成23年6月　登録切断穿孔基幹技能者
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Event

コンクリート切断・穿孔工法機材展
C&D JAPAN 2017　公開中

　コンクリート切断 ･ 穿孔工法機材展「Ｃ＆Ｄ ＪＡＰＡＮ ２０１７」を組合ホームページ内にて開催していま
す。建築、土木、道路、二次製品の分野でのコンクリート構造物の切断・穿孔、リニューアル、耐震補強、バ
リアフリー、環境等に関する機器・工具等の製品、工法技術の詳細、動画をご紹介しておりますので、ぜひご
覧いただきご活用下さい。

出展者一覧
No. 出展者名 出展品目 動画
1 株式会社 オクト マジカル ・ ベコップ ●
2 株式会社 クライム コンクリートカッター　ワイヤーソー　板ジャッキ ●
3 株式会社 コンセック コアドリル乾・湿／ウォルソー乾・湿／ワイヤーソー乾・湿 ●
4 サンゴバン 株式会社 アブレイシブ事業部 ドライビット等、各種ダイヤモンド工具・機械（ハイドロストレス） ●
5 株式会社 シブヤ 鋼材、デッキプレート用ビット類 ●
6 株式会社 タケカワダイヤツール ダイヤモンドブレード　ダイヤモンドビット ●
7 仲山鉄工 株式会社 コンクリートカッター (エンジン式・電気式）コアドリル ー
8 日本ダイヤモンド 株式会社 ダイヤモンド工具各種　コアドリルおよび関連機器 ●
9 日本ヒルティ 株式会社 安全 ・ 環境に徹した切断穿孔工具 ●
10 ハスクバーナ・ゼノア 株式会社 電動高周波シリーズPRIME ●
11 理研ダイヤモンド工業 株式会社 土木用ダイヤモンド工具機器全般 ●

組織・購買委員長　　大西　潔

20172017コンクリート切断・穿孔工法機材展
Cutting & Drilling Japan

工法情報一覧
No. 出展者名 出展工法分類 出展品目
14 ウォーター・リサイクル工法協会 環境機器 ウォーター・リサイクル工法
16 Ｗ2Ｒ工法協会 （ダブルツーアール） 環境機器 Ｗ2Ｒ工法
15 電動コンクリートカッター工法研究会 カッター 電動コンクリートカッター工法
13 日本乾式グルービング施工協会 カッター 乾式グルービング工法
12 ロードセーフティー 株式会社 コアドリル ケーズル工法(滑り止)・ケーズルリング工法(道路鋲)

※「Ｃ＆Ｄ ＪＡＰＡＮ ２０１８」は、２０１９年１０月中旬に、５年ぶりにそなエリア東京の現地にて開催いたします。

国土交通大臣　許可（般-26）第23229号　　＊HP＊　http://www.skyark.co.jp　　＊Mail＊　info@skyark.co.jp

とりあえず
▲ 本 社 ▲

〒761-2403 うどん県丸亀市綾歌町岡田西2217-1

TEL. 0877-86-6229 FAX. 0877-86-6266

▲関東営業所▲

〒134-0085 東京都江戸川区南葛西3-18-6

TEL. 03-6663-8534 FAX. 03-6663-8535

株式会社 スカイ・アーク

舗装切断

W2R工法

各種コア抜き ウォルソーワイヤーソー

溝切削

グルービング

鉄筋探査ウォーターリサイクル工法 目地切断

円形切断

会　　期：平成29年9月1日(金)～平成30年5月31日(水）
後　　援：国土交通省、厚生労働省、(一社)建設産業専門団体連合会、(一社)日本建設機械施工協会
開催場所：http://www.dca.or.jp/c&d
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Report

法定福利費・社会保険未加入について

災害対策委員会の取組について

「社会保険の加入に関する下請指導ガイドライン」により、国土交通省直轄工事において下請契約を締
結するすべての工事に於いて元請業者による施工体制台帳の作成と発注者への提出が義務化されるととも
に下請企業においても、労働者である社員と請負関係にある者を明確に区分し、請負にある者については
請負契約を締結し再下請負通知書を作成することが明確化されました。
これと合わせ法定福利費を内訳明示した標準見積書に関して建設業法に規定する見積（建設工事の見積
り等）に該当すること、また再下請負の場合でも、元請・一次下請間の場合と同様に法定福利費を内訳明
示した見積書を提出・尊重することが明確化されました。標準見積書の作成手順（簡易版）が国土交通省
HPにも掲載されています
法定福利費を内訳明示した標準見積書の取組に活用してください。

社会貢献の一環として我々が有する特殊建設機械であるダイヤモンド工具を使用した技能・技術を災害時の
復興・復旧に役立てることを願い全国整備局に対して活動してまいりました。
現在までに国土交通省施工企画課（現　公共事業企画調整課）・北陸地方整備局・関東地方整備局・九州地
方整備局・中国地方整備局・中部地方整備局とそれぞれ災害協定を締結しました。
現在、近畿地方整備局、北海道開発局と協定締結に向け、協議中です。残る地方整備局についても進めていく
予定です。
九州地方整備局・北陸地方整備局では国土交通省とダイヤモンド工事業協同組合とのパートナーシップを示
すことを目的として、国土交通省・地方整備局シンボルマークならびにロゴマークの入ったステッカーを作成し、
組合員に提供しております。
今後、全国について進めていく予定です。
組合員の方々には組合事業を理解していただき、より一層のご協力をお願いいたします。

積算・災害対策委員長（兼務）　　鈴木　作太郎
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平成２７年１２月に国連総会本会議におい
て１１月５日を「世界津波の日」として制定
する決議が採択され、国際社会が津波対策の
重要性について意識を高め、その対策が進む
ことが期待されています。
その理念に基づき、地震による大規模津波
の被害低減を目指すとともに、津波に対する
知識の普及・啓発を図り、また各機関で策定
されている防災計画等の実行性を確認し、防
災関係機関相互の連携強化による災害対応
力向上を目的としました。国土交通省、宮崎
県、宮崎市の主催により、宮崎港において南
海トラフ巨大地震を想定した大規模津波防災
総合訓練が実施され、当組合もパネル・資機
材・PRビデオ・ガイドブックの展示等により
出展参加いたしました。

Safty

平成 29 年度 大規模津波防災総合訓練に
参加出展しました。

日　　時 平成29年11月3日(金)

開催場所 宮崎市宮崎港東地区　13岸壁

参加機関
災害対策基本法により定められた指定行政機関
指定地方行政機関・指定公共機関・地方公共団体
協定締結建設業団体・大学等１４５機関

ダイヤモンド工事業
協同組合参加メンバー

鈴木　作太郎　　災害対策委員長
貝木　昭　　　　㈲アール・シー・サービス
貝木　豊　　　　㈲アール・シー・サービス
高倉　貴政　　　㈱カッター・アバンセ
恒住　俊和　　　㈱三和工業
河野　剛　　　　㈱カワノ工業
河野　誠司　　　㈱カワノ工業
牧　　祐一　　　㈱大隅機工
牧　　謙二　　　㈱大隅機工
朝来野　浩　　　ハスクバーナ・ゼノア㈱
山部　裕二　　　サンゴバン㈱

資材提供 ㈲アール・シー・サービス　㈱カワノ工業
㈱大隅機工　ハスクバーナー・ゼノア㈱

開会式 ブース全景 パネル全景

機材展示 山田水管理・国土保全局長来展

防 災
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Greeting
Member-
Ship List

組合員名簿
都道府県 会社名 TEL
北海道 第一建興江島㈱ 011-771-1381

㈱テクノサークル 0154-64-1122
㈲ユウキ 0133-73-5894

青森県 大矢建設工業㈱ 017-739-5205
㈱光カッター 0172-82-3477
㈱ライトガイド 0176-51-6517

宮城県 栄工業㈱ 022-396-2331
㈲ニッセー 022-254-2561
日本カッター㈱ 022-249-7004
高砂商工㈱ 022-238-8585

秋田県 ㈲秋田カッター工業　 018-863-7473
㈲北秋カッター興業 0186-48-6162

山形県 ㈲共栄カッター 0235-23-7417
㈲長井ロードカッター 0238-84-0450

福島県 ㈲あだちカッター 0243-54-2868
㈲たきた商事 0248-76-0810
㈲渡辺コーポレーション 0246-39-4006
㈲ワールドカッター 0249-35-5666

栃木県 ㈲両毛カット工業 0284-71-1206
㈱ロードカッター塩田屋 0285-68-3312

群馬県 ㈱グンマカッター 027-326-3444
㈲コア 0277-77-2225

埼玉県 ㈲ディーディーシー 048-421-1992
千葉県 ㈲上総ダイヤ 0439-35-3071

㈲髙井道路カッターコアー 0438-75-6237
東京都 ㈱進成 042-479-2380

㈱ケイズ 042-519-5222
神奈川 ㈱エー・ワン 045-470-9811

㈲中山カッター興業 0468-82-6133
山梨県 ㈲新和カッター 055-275-9910

㈲米山カッター 055-275-6103
長野県 ㈱トータス 0263-97-3121
新潟県 ㈱健翔 025-286-1345

㈱ダイトウア 025-274-3498
新潟カッター㈱ 025-782-1063
㈱新潟丸辰道路 0256-38-2189
㈲日昇 025-274-0067
㈱ファイター 0255-53-0073

富山県 ㈲富山カッター工事 076-467-1200
㈱日本海カッター工業 0766-26-1561

石川県 山下工業㈱ 076-252-8587
静岡県 ㈲三井カッター工事 053-435-0046
愛知県 ㈱アサヒカッター 052-793-2043

㈲伊藤カッター 0587-36-1087
㈱金原カッター 052-432-1695
㈲コアーズ名古屋 052-760-9058

都道府県 会社名 TEL
愛知県 ㈱ダイヤテクニカ 052-624-7101

東海カッター興業㈱ 052-901-4811
滋賀県 ㈱ダイヤ・ワーク 0749-38-3933

㈲ミヤコカッター 0748-86-7599
京都府 ナガタ工業㈱ 075-572-1100
大阪府 関西ダイヤ㈱ 06-6700-5039

㈱平山工業 06-6301-5755
㈱フクダエンジニアリング 06-6659-1816
㈱日本コンクリートカッティング 072-960-5910

兵庫県 ㈱ケーティエス 078-846-5382
和歌山県 ㈱産・九 073-474-1039
福井県 ㈲上田カッター 0770-23-5506

松宮ダイヤ工業㈱ 0776-26-7392
鳥取県 ㈲建設カッター 0859-29-9604

㈲テクノサービス 0857-54-1888
島根県 ㈲ダイヤロード 0852-21-8188
岡山県 ㈲江島カッター工業 0862-79-2154
広島県 ㈱イーシーセルビス 082-842-7730

㈱中国カッター 082-296-5555
㈱サッコー 082-232-6815

山口県 ㈱大伸工業 083-249-3421
㈱ J ー TEC 0833-47-2550
㈱ SDC 工業 0827-35-4953

徳島県 ㈲笠井カッター 088-663-3128
香川県 ㈱スカイ・アーク 0877-86-6229
愛媛県 西日本カッター㈲ 089-958-0368
高知県 ㈲北四国カッター 0880-29-0047
福岡県 ㈱三和工業 092-503-6892

㈱モト建 093-611-0001
佐賀県 ㈲山口カッター工業 0955-22-2493
長崎県 ㈲北川カッター工業 0957-22-1168
熊本県 ㈲アール・シー・サービス 096-293-9255

㈲ファスニング機工 096-237-1305
大分県 ㈲イチマルカンツー工業 097-588-8201

㈱カッター・アバンセ  097-558-6880
ロードカッター工業 097-521-1785
㈲九建施設 0978-42-5169

宮崎県 ㈱カワノ工業 0985-41-3006
㈲三協カッター工業  0985-25-6258
㈲野尻カッター工業 0984-44-1987

鹿児島県 ㈲大隅カッター建機 0994-76-3546
㈱大隅機工 0992-65-9300
㈲強栄カッター工業 0994-43-8912
中央ロード工業㈱ 099-243-1523
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賛助会員名簿
Member-
Ship List

［機械メーカー］

会社名 氏　名 TEL

㈱オクト 増田伊三雄 087－871－2044

㈱クライム 宮﨑　文隆 03－3753－2014

㈱コンセック 佐々木秀隆 082－277－5452

㈱シブヤ 渋谷　憲和 0829－34－4500

仲山鉄工㈱ 仲山　寛治 054－635－1383

日本ヒルティ㈱ 榊原　好孝 045－943－6258

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 渡邉　安朗 049－243－1179

［商社］

会社名 氏　名 TEL

㈲アドバンス 髙倉　舞弓 097－558－7335

㈲石川商会 恒住　泰則 092－504－3501

㈲エス・ケイ・テック 作田　清治 076－224－4465

瀬戸内テクノサービス 星川　　忍 0875－56－6909

㈱ダイヤマック 伊藤　正行 0586－68－5461

東海産機㈱ 宮本　信義 052－902－0681

㈲東浜サービス商会 大村　勇次 011－873－7662

日本フレキ産業㈱ 平下　賢治 0424－61－5171

㈲藤本研磨材商会 藤本　将聡 0859－34－2834

㈱フチオカ　秋田支店 大友　　誠 018－864－6111

［ブレード・ビットメーカー］

会社名 氏　名 TEL

エービーイーダイヤモンド㈱ 阿部　雅宙 04－2934－3110

㈱コバルテック 竹俣　真伸 011ー876ー1100

サンゴバン㈱ 深澤　順一 0470－86－3011

㈱タケカワダイヤツール 竹川　博子 0598－63－1231

㈱ディスコ アブレイシブ システムズ 瀧沢　　誠 03－5461－7501

日本ダイヤモンド㈱ 正富　宏明 045－939－3001

㈱ノリタケカンパニーリミテド 石田　清治 052－561－9845

理研ダイヤモンド工業㈱ 長谷川光司 03－3805－3471
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〒982-0004 仙台市太白区東大野田20-10

     ＴEL 022-249-7004     FAX 022-249-7729   E-mail ： nihoncutter@sight.ne.jp

 🍃🍃🍃🍃 安全・安心・法令遵守をモットーに！🍃🍃🍃🍃
★ダイヤモンド工事業協同組合員

★ウォーターリサイクル工法協会員

★宮城県知事許可 （特-27） 第15439号

日本カッター株式会社
■カッター冷却排水処理（脱水）

■舗装切断 ・ 穿孔 ■シームレス工法 ■乾式目地切断

■各種シール注入 ■ウォールソー工法 ■板ｼﾞｬｯｷ工法

代表取締役　　鈴 木    浩
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■アスファルト、コンクリート等切断、穿孔工事 ■登録切断穿孔基幹技能者施工
■目地切断工事（湿気、乾式） ■円形切断工事 ■［厚生労働省］
■ハンド、リングカッター工事 ■ウオルソー工事 コンクリート等切断穿孔技士施工
★本社 〒299-0211 千葉県袖ケ浦市野里1436-70 TEL 0438-75-6237

E-mail　takaidouro@amber.plala.or.jp FAX 0438-75-3234

　　　有限会社 髙井道路カッターコアー

［国土交通省認可］　ダイヤモンド工事業協同組合員
千葉県知事許可（般-27）　第20900号
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INFORMATION

お知らせ

今期より広報委員長を務めます村田です。
前期より理事として組合活動事業に従事し

ました感想として『一燈照隅・万燈照国』の言
葉通りだと感じています。
専門工事業者として組合員単体では小さい
灯ですが、集まることにより国全体を灯すこと
が出来る存在感を有しています。
建設団体の中では小規模ですが、地道に誠
実に公共の最大幸福のために努力いたします
ので、今後も組合活動事業にご協力の程よろ
しくお願い致します。

広報委員長　村田啓輔

編 集 後 記

発行責任者　村田　啓輔（広報委員長）
編　　　集　高橋　範
　　　　　　平山　武夫
　　　　　　髙橋　大輔

編集・発行人
国土交通大臣認可（東経振発第605号）

ダイヤモンド工事業協同組合
（旧）全国コンクリートカッター工事業協同組合

《事務局》
〒108-0014　東京都港区芝5-13-16　三田文銭堂ビル（2Ｆ）
TEL.03-3454-6990 
FAX.03-3454-6991
E-mail:info@dca.or.jp
URL:http://www.dca.or.jp

モバイルQRコード

平成２9年7月1日より　㈲ダイヤテクニカ(愛知県)は、㈱ダイヤテクニカに変更となりました。
社 名 変 更

新 規 組 合員

訃 報

東北支部　　高砂商工㈱ 　　　　 代表取締役　　大内　弘毅

中部支部　　東海カッター興業㈱　　代表取締役　　後藤　諭

中国支部　　㈱SDC工業 　　　　代表取締役　　逆井　紀賢

九州支部　　㈱九建施設 　　　　代表取締役　　元永　北斗

住所、電話番号等に変更はありません。

宮城県仙台市宮城野区銀杏町37-5
イーストパレス仙台2Ｆ
TEL：022（238）8585

愛知県名古屋市北区落合町135
TEL：052（901）4811

山口県岩国市周東町上久原2273-1
TEL：0827（35）4953

大分県宇佐市院内町温見209-3
TEL：0978（42）5169

・東北支部　㈲あだちカッター（福島県）代表取締役　服部正志様のご母堂　服部チヨ子様（享年 82 歳）
が平成 29 年 1月 7日に永眠されました。

・北陸支部　㈱新潟丸辰道路（新潟県）代表取締役　花澤周様（享年 68 歳）が平成 29 年 2月 26 日に永
眠されました。

・関東・甲信支部　㈲両毛カット工業（栃木県）会長　田部井納様のご尊父　田部井一薫様（享年 92 歳）
が平成 29 年 5月 26 日に永眠されました。

・東北支部　㈲あだちカッター（福島県）代表取締役　服部正志様（享年 64 歳）が平成 29 年 10 月 26
日に永眠されました。

謹んでご冥福をお祈りいたします。

今後の予定
平成29年 12月9日（土） 第3回理事会
平成30年 3月初旬～ 第22回業務安全講習会

4月中旬 第22回厚労省認定コンクリート等切断穿孔技能審査試験
5月 平成30年登録切断穿孔基幹技能者講習及び更新講習
7月20日（金） 第25回通常総会


